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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月14日(2010.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細長いダイポールアンテナを有する電子デバイスを受け入れ部材の表面に載せる方法で
あって、
　少なくとも１つのアンテナ位置決め手段を有する保持装置を前記電子デバイスに隣接し
て配置させることと、
　前記アンテナ位置決め手段を作動させることと、
　前記アンテナ位置決め手段によって、前記電子デバイスの相対するアンテナ端部を前記
保持装置に取り込まれた状態になるように移動させることと、
　前記保持装置を前記受け入れ部材の表面に隣接する位置に移動させることと、
　前記保持装置を前記受け入れ部材の表面に係合させることと、
　前記電子デバイスを前記受け入れ部材の表面に置くことと、
　を有する、細長いダイポールアンテナを有する電子デバイスを受け入れ部材の表面に載
せる方法。
【請求項２】
　保持装置押圧手段によって、前記アンテナ端部を前記受け入れ部材の表面に当接するよ
うに移動させることをさらに有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　少なくとも１つの磁石によって、互いに対向するガイドフィンガによって形成された前
記保持装置の各スロット内に、前記電子デバイスの相対するアンテナ端部を取り込むこと
をさらに有する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記各スロットの前記ガイドフィンガの末端を前記受け入れ部材の表面に係合させるこ
とをさらに有する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記各スロットの前記ガイドフィンガの前記末端が前記受け入れ部材の表面に係合した
状態で、保持装置押圧手段によって前記アンテナ端部を前記受け入れ部材の表面に当接す
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るように移動させることをさらに有する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記アンテナ位置決め手段によって、前記保持装置の前記各スロットの間の細長い場所
に前記アンテナを保持することをさらに有する、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記保持装置の各スロット内に配置された少なくとも１つの磁石によって、前記電子デ
バイスの相対するアンテナ端部を前記保持装置内に取り込むことをさらに有する、請求項
１に記載の方法。
【請求項８】
　前記各スロット内の保持装置押圧手段によって、前記アンテナ端部を前記各スロットか
ら移動させることをさらに有する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記各スロット内の前記少なくとも１つの磁石によって、前記アンテナを前記保持装置
の前記各スロットの間に細長い形で保持することをさらに有する、請求項７に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記各スロット内の保持装置押圧手段によって、前記アンテナ端部を前記各スロットか
ら移動させることをさらに有する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　磁気システムおよび真空システムを含む一群のシステムから選択されるアンテナ位置決
め手段によって、前記電子デバイスの相対するアンテナ端部を前記保持装置のスロットに
取り込むことをさらに有する、請求項１に記載の方法。
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